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(村木地区)

シリーズ地域に学ぶ子どもだち・・・⑨

始めだときには小雨だつだ空模様が¥あいにくの本降りに。

緑化推進活動の一環として¥竹月9日に村木旭区で行われだ¥

パンジーの植え替え作業です。「ヨッコラシヨ」とフラワーポ

ットを¥軽トラックに積み上げている高学年の男の子達。女

の子達は¥「きれいに育ってほしいなあ」
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パ
ス
で
成
田
空
港
へ

。

ロ
時
お
『
分
発
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
航
空
で
デ
ン
マ
ー

ク
の
首
都
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
へ

。
日
時
間
の
空
旅
。

時
差
の
関
係
で
、
同
日
の
同
時
お
『
分
に
到
着
。

圃圃謹・

人魚姫の像

午前:ホテルで高齢者福祉のレ

クチャ一。午後:コベンハーゲ

ン市内の視察。有名な人魚姫の

像、ゲフイオンの泉、アマリエ

ンポ一宮殿など。

オープンサンド
※ 

午前:待望のナーシングホーム

の見学。午後:ホテルでゴミ処

理・リサイクルに関するレクチ

ヤーと質疑。夕方:空路、スウェ

ーデンの首都スト ックホルムへ。

魚
津
市
青
壮
年
海
外
研
修
団
は
、
今
回
、
初
め
て
北
欧

を
訪
問
し
ま
し
た
。
主
な
目
的
は
、
異
な
る
文
化
を
直
接

体
験
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
ん
だ
福
祉
の
現
状
と
ゴ
ミ

対
策
な
ど
の
あ
り
方
を
学
ぶ
-
}
と
で
し
た
。

8
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
高
福
祉
と
高
負

担
、
美
し
い
町
並
み
な
ど
、
団
員
に
と
っ
て
驚
き
に
満
ち
た

日
々
で
し
た
。

第
日
回
魚
津
市
青
壮
年

海
外
研
修
団
報
告

団
長

市
建
設
部
長

の
視
察
、
ゴ
ミ
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
市
で
は
、
痴
呆
性

老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
さ
ら
に
性
教
育

普
及
協
会
な
ど
精
力
的
に
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
の
歩
行
者
天
国

の
ス
ト
ロ
イ
エ
通
り
を
歩
い
て
み
る
と
、
そ

こ
に
建
つ
華
麗
で
重
厚
な
建
物
が
、
私
た
ち

を
優
し
く
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
動
販
売

機
は
な
く
空
き
缶
も
転
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

屋
外
広
告
も
乱
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
す
っ
き

り
し
て
活
き
活
き
と
し
た
通
り
で
あ
り
町
で

す
。
建
造
物
の
高
さ
、
形
、
意
匠
、
配
色
と

も
に
調
和
が
と
れ
て
、
何
か
町
づ
く
り
の
ル

ー
ル
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

グループホームの視察を終えて記念撮影をする団員

野

イ主

秋

男

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ヌ
|
一
フ
レ
ン
湖
畔
に

建
つ
市
庁
舎
は
、
宮
殿
か
古
城
を
思
わ
せ
ま

す
。

1
0
6
m
の
塔
、
建
物
全
体
を
赤
煉
瓦

で
覆
っ
た
そ
の
姿
は
、
ひ
と
き
わ
私
た
ち
の

心
を
引
き
付
け
ま
し
た
c

団
員
は
、
短
い
期
間
の
研
修
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
体
験
と
感
動
の
連
続

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
研
修
を
契
機

に
魚
津
市
発
展
の
た
め
、
各
地
域
で
職
場
で

大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

終
り
に
、
こ
の
様
な
す
ば
ら
し
い
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

a 

魚
津
市
青
壮
年
海
外
研
修
団
は
、
凶
回
目

の
今
回
、
初
め
て
北
欧
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の

2
か
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

は

日
月
2
日
か
ら

9
日
ま
で
の

7
泊

8
日
の
期

州
問
、
研
修
団
一
行
初
名
(
男
性

5
名
、
女
性

付

日
名
)
は
、
多
忙
な
日
程
の
中
、
色
々
な
も

械
の
を
見
聞
し
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
得
て
、

州

全
員
元
気
に
帰
国
し
ま
し
た
。

阪

コ

ペ

ン

ハ

l
ゲ
ン
市
で
は
、

医人在
ヲ

hvすレ
ι要ub 

を介や拙
交石

老
人
ホ
ー
ム

※ナーシングホーム

とても美しいコベンハーゲンの町並み
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性教育普及協会でレクチャー

午前:スウェーデン大使館表敬

訪問。性教育普及協会でレクチ

ャーと質疑。午後:スト ックホ

ルム市内の視察。ノーベル賞受

賞式が行われる有名な市庁舎、

旧市街ガムラ ・スタンなど。

オペラ座

午前:市庁舎でスウェーデンの

老人福祉施設のレクチャーと質

疑。午後:痴呆性老人のグルー

プホームの視察。

地下鉄アートを見学

早朝:地下鉄アートの見事な壁

画を見学。

13時30介、名残りを惜しみつつ

ストックホルム出発。コペンハ

ーゲン経由、帰国の途。

旧
時
お
『
分
、
成
田
着
。
問
時
却
『
分
、
魚
津
着
。

※グループホーム 知的障害のある人が、世話をする人とともに、数人で暮らす住宅。

地域の中で暮らす場をつく ること を目指す。

感
動
の
北
欧
研
修
旅
行

ハ
マ
べ
設
計

団
員

浜

辺

伸

吾

感
動
に
包
ま
れ
た
旅
の
最
終
日
、
誰
も
が

位
い
た
「
帰
り
た
く
な
い
」
。
私
自
身
も
望
郷

の
心
な
ど
み
じ
ん
も
な
く
、
も
う
少
し
こ
の

地
に
い
た
い
と
賛
同
す
る
一
人
で
し
た
。

今
回
の
高
齢
者
福
祉
施
設

・
性
教
育
普
及

協
会
で
の
研
修
、
福
祉
施
設
現
地
視
察
を
通

し
て
、
北
欧
の
制
度
、
考
え
方
の
違
い
を
感

じ
ま
し
た
。
人
聞
の
幸
せ
を
真
剣
に
考
、
ぇ
、

自
ら
の
意
志
で
物
事
を
決
め
て
い
こ
う
と
す

る
姿
勢
に
は
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
歴
史
の
あ
る
調
和
の
取
れ
た
建
物
、

市
民
す
べ
て
で
守
ろ
う
と
し
て
い
る
町
並
み

は
実
に
心
に
残
り
ま
し
た
。

北
欧
か
ら
学
ぶ
も
の

新
川
老
人
保
健
施
設

団
員

内

山

い

づ

み

北
欧
は
福
祉
国
家
と
し
て
有
名
で
、
と
く

に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
福
祉
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
方
な
ら
、

一
度
は
行

っ

て
み
た
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
海
外
研
修
で
は
、
高
齢
者
を
中
心

に
し
た
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
、
高
度
な
生

産
性
を
実
現
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
自
分
の

目
で
確
か
め
、
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
福
祉
国
家

の
す
ば
ら
し
き
ゃ
「
寝
た
き
り
老
人
」
が
い

な
い
現
実
な
ど
、

い
ろ
ん
な
面
で
学
ぶ

こ
と

が
多
く
、
改
め
て
福
祉
に
つ
い
て
考
え
き
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉

a 

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

団
員

鴻

戯

豊

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

・デ
ン
マ
ー
ク
両
国
が
福
祉

国
家
で
あ
る
理
由
に
、
国
民
の
支
払
う
税
金

の
額
が
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
税
金
の

3
分
の

2
が
福
祉
政
策
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
の
痴
呆
性
老
人
の
住
む

グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ナ

l
シ
ン

グ
ホ

l
ム
で
見
た
方
々
の
顔
は
不
安
の
な
い

自
由
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

こ
れ
も
福
祉

政
策
の
効
果
の
現
わ
れ
な
の
だ
と
戚
い
じ
ま
し
た
。

日
本
も
こ
の
よ
う
な
政
策
を
少
し
ず
つ
取

り
入
れ
た
福
祉
国
家
へ
と
前
進
し
て
い
く
べ

き
だ
と
強
く
戚
い
じ
ま
し
た
。



ございます

〆

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

検
察
官
功
労

元
仙
台
法
務
局
長

平成8年秋の叙勲で、魚津市からは次の方々が受賞されました。

，‘ ••• 

、、，a''

色

崎明

義

門叶

忠

山

積

U

黒

川け

黒
谷
地
区
出
身
。
検
察
官
を
初

年
間
、
東
京
で
公
証
人
を
ロ
年
間

務
め
ら
れ
た
。
今
年
の
9
月
に
帰

郷
さ
れ
、
現
在
、
弁
護

勲
五
等
瑞
宝
章

保
健
衛
生
功
労

現
富
山
労
災
病
院
看
護
部
長

竹
上
邦
子
さ
ん

(
六
郎
丸

-m歳
)

勲
六
等
単
光
旭
日
章

消
防
功
労

元
魚
津
市
消
防
団
副
団
長ん

)

さ

歳

宣同

ω

曙

垣

川

石

石

(

昭
和
幻
年
に
上
野
方
村
笹
防
団

貝
と
な
り
、
日
年
に
第

7
分
団
長
、

平
成

4
年
か
ら

8
年
1
月
ま
で
市

消
防
団
副
団
長
を
務
め
ら
れ
た
。

冬
、
巴
備
え
て

ま
も
な
く
雪

除
雪
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
助
け
合

い
市
民
総
ぐ
る
み
で
雪
を
克
服
し

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
ロ
月

1
日
か
ら
除

雪
体
制
を
必
え
、
国
や
県
と
連

携
し
な
が
ら
道
路
交
通
の
確
保

に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

除
雪
は
積
雪
印
m
か
ら

今
冬
の
除
雪
は
、
市
所
有
の

除
雪
車
と
市
内
業
者
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
行
う
計
画
で
す
。

除
雪
対
象
路
線
は
、
原
則
と
し

て
市
道
と
し
、
3
2
7
路
線
、

2
0
9
M
で
、
積
雪
が

m
m以

上
に
な
っ
た
場
合
出
動
し
ま
す
。

パ
ス
路
線
を
優
先

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量

や
生
活
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
考

慮
し
て
、
公
共
め
足
で
あ
る
パ
ス

路
線
、
通
学

・
通
勤
に
影
響
す
る

路
線
、
交
通
量
の
多
い
路
線
の
順

に
除
雪
し
ま
す
。

な
お
、
除
雪
は
機
械
除
雪
を
原

則
と
し
ま
す
の
で
、
幅
員
が
狭
く

除
雪
車
が
進
入
で
き
な
い
道
路
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
朝
作
業
に
ご
理
解
を

朝
の
通
勤

・
通
学
に
間
に
合
わ

せ
る
に
は
、

真
っ

暗
な
早
朝
か
ら

作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
の
音
が
う
る
さ
い
と
の
苦

情
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

支」い
。

流
雪
溝
や
水
路
へ
の

投
雪
は
計
画
的
に

命

流
雪
溝
や
水
路
等
へ
の
無
秩
序

な
投
雪
は
、
水
が
あ
ふ
れ
出
す
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
地
区
で
話
合
い
、
一
度
に
大

量
の
雪
を
捨
て
ず
に
、
計
画
的
に

投
雪
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
世
帯
な
ど
の

除
雪
に
ご
協
力
を

一
人
暮
ら
し
の
老
人
や
老
夫
婦

世
帯
な
ど
、
除
雪
や
雪
お
ろ
し
が

困
難
な
世
帯
が
あ
り
ま
す
。
地
区

の
民
生
、
児
童
委
員
を
通
じ
て
要

請
が
あ
っ

た
時
は
、
町
内
ぐ
る
み

で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。



農業祭で

次の方々が
表彰されま

した。
(敬称聞各)

農
林
産
物
品
評
会
優
等
賞

米

国

林

親

幸

(

上

中

島

)

大

根

大

沢

一

男

(

上

野

方

)

り

ん

ご

長

谷

川
千
枝
子
(
加
積
)

自

然

薯

中

川

清
道
(
片
員
)

葉
た
ば
こ
宮
崎
健
治
(
上
野
方
)

米
料
理
石
川
恵
美
子
(
下
野
方
)

秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会

石
倉
秀
雄
(
上
中
島
)

飼
料
作
物
宮
嶋
貞
美
(
下
野
方
)

花
の
写
真
展
入
賞
者

杉

田

重

忠

(

加

積

)

行
沢
三
雄
(
上
野
方
)

大
西
忠
雄
(
下
野
方
)

山
西
弘
(
下
中
島
)

杉
本
茂
一
(
道
下
)

次@鳳~
歳末消防特別警戒

12月21日-31日
石油ストーブ、こたつ、ボイラーなど

火気を長く使用する季節になりました。

この時期は特に火災が多くなります。

火の取り扱いには 十分注意してく

ださし可。

児
童
画
展
入
賞
者

O
市
長
賞

米
津
貴
裕
(
本
江
小
2
年
)

O
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
長
賞

谷
崎
優
子
(
東
部
中
l
年
)

納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

日
月
刊
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市

と
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
合

同
納
税
表
彰
式
で
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

市
長
感
謝
状

三
ケ

3
区
納
税
貯
蓄
組
合

老
人
ホ
ー
ム

1
区
納
税
貯
蓄
組
合

辻
義
雄
(
上
町
2
区
)

連
合
会
長
表
彰
状

紺
屋
区
納
税
貯
蓄
組
合

東
蔵

1
区
納
税
貯
蓄
組
合

永
谷
健
一
(
荒
町
区
)

石
崎
靖
太
郎
(
住
吉
町
区
)

なお、火災と

まぎらわしい大

量の煙や大きな

炎が上る焼却行

為をされる時は、

事前にご一報く

ださし可。

魚津市消防署

ft24-0119 
での消火訓練

水道管!こも冬じたく 消
防
水
利
の
確
保
を

消
防
水
利
確
保
の
た
め
、

雪

が
降
っ
た
ら
、
消
火
栓

・
防
火

水
槽
の
上
の
雪
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。
付
近
に
は
雪
を
積

み
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。路上駐車

除
雪
作
業
で
の
最
大
の
障
害

は
路
上
駐
車
で
す
。
除
雪
作
業

の
時
間
的

ロ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
も

な
り
大
変
な
惨
事
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
路
上
駐
車
は
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
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冬期間は、水道管や蛇口が凍って水が

出なくなったり、破裂したりすることが

あります。水道管が露出し風あたりの

強いところでは、保温材を取りつけるな

ど、水道管にも冬じたくをしましょう 。

0水道管が破裂したとき

メーターボ ックスの中のバブルを締

め、破裂した部分に布かテープを巻き

つけて応急手当をし 、指定工事庖へ連

絡し修理してください。修理費は、利

用者で負担していただきます。

。蛇口が凍って出ないとき

タオルか雑布をかぶせて、上からゆ

っくりとお湯をかけてとかしてくださ

い。 じかに熱湯をかけると 、水道管や

蛇口が破裂することがありますので注

意してください。

。積雪期のメーター検針

水道のメーターは 2か月ごとに検

針していますが、冬期間積雪のため検

針できないことがあります。その場合

は、前回の使用量や前年同期の使用量

を参考に料金設定し 次回の検針で精

算します。またメーター器の上には物

を置かないようご協力をお願いします。

ft23-1013 市水道局



平成8年度上半期

魚津市の省所事情

一般会計の歳入歳出予算総額は

201億5.055万円

-=B~沼踏詔居跡7・
歳入

区 分 予算額 収入済額 収入割合

fQ 万円 f.i!: 万円 % 

市 キ~'í 671.000 324，237 (48.3) 

市 イ責 440.440 670 ( 0.2) 

地方交付税 274，005 185.483 (67.7) 

国庫支出金 136，963 19.893 (14.5) 

県 支 出 金 118.153 9.540 ( 8.1) 

秘: 越 金 55.871 55，871 (100.0) 

分担金及び負担金 45.536 21.419 (47.0) 

そ σ〉 他 273.087 52.752 (19.3) 

歳入合計 2，015，055 669，865 (33.2) 

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合
f.i!: 万円 i怠 万円 % 

民 生 費 325.544 132，032 (40.6) 

教 育 費 215.694 80，279 (37.2) 

務 費 257，174 119.062 (46.3) 

土 木 費 287，156 75.299 (26.2) 

o 、 イ責 費 17l.884 76，168 (44.3) 

農林水産業費 144，746 32.873 (22.7) 

?背 防 費 45.807 21.276 (46.4 ) 

そ σ〉 他 567，050 129.641 (22.9) 

歳出合計 2，015，055 666，630 (33.1) 

※公共事業の発注率は74.8%

-E基調辰吉甑沼田協7・

市の財政状況について、 1年に 2回、

市民の皆さんにお知らせしています。

今月号では、平成8年9月30日現在に

おける平成8年度予算の執行状況をお知

らせします。

〔完成した主な事業〕

西部中学校グラウンド改修事業

1 f意4，999万円

大町小学校などの冷暖房設備設置事業

1，184万円

桃山陸上競技場写真判定室整備事業

金山谷観音堂道路築造事業

林道災害復旧工事

6，479万円

l億1，241万円

4，157万円

6童書彊置a
総額 143億575万円

市民1人当たり 294.290円

土木債 139億2，934万円

教育償 126億8，449万円

公営住宅償 18億1，699万円

農林水産債 15億0，287万円

特別地方債 14億4，001万円

そ の他 159億3，205万円

会計区分 予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合
1立 万円 fE 万円 % f.e 万円 % 

下水 道事業 321.105 22，996 ( 7.2) 68，867 (2l. 4) 

農業集落排水事業 123.640 19，266 (15.6) 48.850 (39.5) 

簡易水道事業 13.289 886 ( 6.7) 1，877 (14.1 ) 

国民健康保険事業 29l.191 96，634 (33.2) 112.371 (38.6) 

老人保健医療事業 481.971 204.994 (42.5) 213.815 (44.4 ) 

水 族館事業 24.770 8.709 (35.2) 9，984 (40.3) 

言十 1，255，966 353.485 (28.1) 455.764 (36.3) 

※公共事業の発注率は73.0%

a 

信言語E認臨書
土地I1，046，263mz 

建物 173，278m?

基 金 151億1，567万円

有価証券 ・その他 15億6，701万円



E~!~活躍部回協T・市職員の給与状況

水道事業会計

平成 7年度一般会計歳出決算額は、 176億3，450万円、このう

ち人件費は、 36億4，758万6千円で20.7ノマ一セントとなっていま

す。平成 8年 4月 1日現在の給与等の内容は、次表のとおりです。

-業務の状況

・給水人口 39，973人

・給水戸数 12，237戸

・給水量 200万3，366m'

今年度は、建設改良工事として事業費3億4，595万円

を計画しており、 9月末までに完工した主なものは、

次のとおりです。

・県道大海寺新本町線配水管布設替工事(その2)

. 1，071万円

.市道吉島中川側線(歩道)配水管布設替工事

. 1，426万円

・魚津臨港道路南線(歩道)配水管布設工事

. 818万円

・市道青島 4号線配水管布設替工事……… 968万円

-冒認時事協7・
科 目 予算額 収入額 割合

ヰ又
給水収益

万円 万円 % 
5億2，185 2億7，801 53.3 

受託工事収益 l億9，829 2，422 12.2 

入
その他収益 1，705 931 54.6 

~ 言十 7億3，719 3億1，154 42.3 

科 目 予算額 支出額 割合

支 給水費用
万円 万円 % 

1億1，819 2，325 19.7 

受託工事費 1億8，420 8，999 48.9 

~ 、 係 費 9，937 5，023 50.5 

出 その他費用 3億3，455 9，141 27.3 

~ 言十 7億3，631 2億5，488 34.6 

当

勧奨

62.7 月分

28.875月分

54.45月分

62.7 月分

自己都合

60.0月分

21.0 月分

41.25月分

47.5月分

手

最高限度額

勤続20年

勤続30年

勤続35年

勤勉

0.6月分

0.6月分

期末

1.6月分

1.9月分

0.5月分

6月期

12月期

3月期

1.2月分4.0月分

農業集落排水事業特別会計

この特別会計は農村部

における下水道事業を行

うためのものです。

平成 8年度では、天神

地区と上野万地区で工事

を行っています。

写真は、8月5日に着

工した天神地区の処理施

設工事 (下くい打ち

@

職
員
数
は
一
般
職
に
属
す
る
職
員
数
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
の

身
分
を
保
有
す
る
休
職
者

・
派
遣
職
員
な
ど
を
含
み
、
臨
時
又

は
非
常
勤
職
員
を
除
い
て
い
ま
す
。

区 分 職 員 数

音日 P可 平成 6年 平成 7年 平成 8年

議会 6 6 6 

総務 75 71 73 

税務 19 20 20 

骨量
労働 2 3 3 

農水 26 24 23 

イ丁
商工 7 7 7 

土木 51 50 47 

政
民生 115 116 116 

衛生 17 18 19 
ノj、 計 318 315 314 

特行
教育 91 92 88 

消防 48 49 49 
別政

小計 139 141 1-37 

普通会計計 457 456 451 

o、1E: 水道 12 12 13 

下水道 19 20 23 
営業

その他 21 20 20 
金守者ナ包:

ノj、計 52 52 56 
メ口入 計 509 508 507 

(単位:人)0部門別職員数の状況(平成8年4月1日現在)

a 



話題
お知らせください。

広聴係 fi23-1015

歌舞伎っておもしろい
人間国宝の中村富十郎さんな

ど、豪華配役による歌舞伎公演が

11月14日、新川文化ホールで行われ、

大勢の観客を楽しませました。

文化庁の移動芸術祭の一環で、出し物

は「荷内出」と「員安這民寺」。河内山て、は、

富十郎さん扮する河内山宗俊が、大名相手に

七五調の名台詞でたんかを切ると、大きな拍

手。お目見得の己主の後、男女道成寺では、

中村扇雀さん、信二郎さんが軽快な噺子にの

って華麗な舞を見せました。軽妙な仕草には

笑いも起こるなど、観客は歌舞伎の世界を満

喫していました。

/戸 司ー} 一一

正月の味覚

レンコン掘り盛ん

出地区で特産のレンコン掘りが行われてい

ます。正月のお節料理にかかせないとあって、

これからが最盛期。

夏、白い蓮の花を咲かせていた畑では、今、

枯れた茎が林立しています。そこで、ひざ上

までの泥水にっかり ホースから水を噴射さ

せながら、一本一本掘り出していきます。

同地区では 6戸の農家が 1町 2反の畑でレ

ンコンを生産しており 年末まで忙しい日々

が続きます。

a 

ー--品

二科展に

芸術の秋、堪能
第81回二科展が11月16日:から25日まで、

新川文化ホールで開かれました。同展は、

日展、院展と並ぶ日本三大美術展のひと

つ。文化ホールでは、本展の基本作品に

地元作家の作品をあわせて、絵画、周匁IJ、

写真など270点が展示されました。

出品作は、二科展理事長で文化勲章受

章者の吉井淳二さんの絵画「篭を売る女」

や秋山庄太郎さんの写真「春の花」など、

力作ぞろい。東西両中学生や美術ファン

など大勢の人が訪れ、一点一点、じっく

りと鑑賞していました。

一一ー



'"緋骨髄泌

お見それしました
しリーグ(日本女子サッカー)公式戦開催

晴天の10月27日、桃山運動公園陸上競技場に

おいて、 Lリーグ(日本女子サ ッカー)の公式

戦、松下電器パナソニ ック ・パンビーナ対読売

西友ベレーザの一戦が行われました。

前日の荒天が嘘のように晴れ渡り、立山連111年

を望むフィールドには、Jリーグばりの応援合 ー

戦が鳴り響いていました。女性といってあなど

るなかれ、日本を代表する選手達とあって 、ス

ピード感あるプレーやボールに対する気迫が随

所に感じられました。試合のほうはPK戦の末、

首位を狙うベレーザからパナソニック ・パンビ

ーナが貴重な 1勝をあげ‘ました。

a 

平成 7年 6月から I期II期と分けて

~"!5の i
地域の催しものなど、

企画広報室広報

行われていた吉島小学校大規模改造事業

が終了し、 11月21:1に式典と記念学習発表

会が行われました。現在の校舎が完成したの

が昭和46年、かれこれ25年を経過しようとして

います。

トイレの改修や余裕教室の有効利用など、約

4億円をかけて全面的にリニューアルされたも

ので、全面塗装された校舎外壁がリンゴ畑の緑

と赤に映えていました。学習発表会では、日ご

ろ練習した児童のブラスパンド演奏や合唱など

ム が表情豊かに披露されました。

v、画#似... ..;..:~必J

おつかなび、っくり
新川女子高校「魚料理教室」

今年も 、新川女子高校の「魚料理教室」が、

11月14日、15日の 2日間にわたり行われました。

実習指導のあと 4~ 5人のグループにわかれた

生徒達は、漁協の皆さんから調理の手ほどきを

うけました。

1人1尾ずつフクラギを渡された生徒達は悪

戦苦闘、魚、の血を見て「キャー」、と思えば、家

庭てやっているのか手慣れた生徒も -一最近では、

スーノマーなどの刺身は調理済みをパックで包装 i

しており 、魚、をさばけ る人も少なくなっている 量

とか。大騒ぎをしながらも 、一生懸命にきはい 主

てい る生徒達が頼もしくさえ感じられました。

これからも時々練習しましょう。



~Kgj~N口
H~~口昌A

お寄せください…
「憩いの広場」は、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出ていた

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報広聴係宮23-1015

元
気
く
ん

津
田
貫
太
朗
く
ん
(
経
団
西
町
)

(
悟

・
敬
子
夫
妻
の
長
男
)

平
成
6
年
ロ
月
お
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
に
育

っ
て
く
だ
さ
い

れ
も
見
せ
ず
、

9
時
過
ぎ
ま
で
、

熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。

ロ
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
本

番
ま
で
あ
と

2
週
間
。
稽
古
と

リ
ハ
ー
サ
ル

4
回
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

「
今
の
と
こ

ろ
順
調
に
い
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
チ
ケ

ッ
ト
と
広
告
だ
け
が

収
入
の
す
べ
て
な
の
で
苦
し
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
も
う
少

し
時
間
が
あ
れ
ば
・・・・・・
」

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
参

加
で
、
こ
の
公
演
だ
け
に
終
わ

ら
ず
、
次
へ
の
ス
テ

ッ
プ
と
な

る
よ
う
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。

の
人こ

の
グ
ル
!
フ

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

平
成
2
年
か
ら

4
年
ま
で
、

魚
津
の
民
話
を
題
材
に
し
た
創

作
ミ
ュ

l
ジ
カ
ル
が

3
回
上
演

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
だ
っ
た
市

民
会
館
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
変
わ
っ
て
一
昨
年
新
川

文
化
ホ

l
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
再
び
:
:・

そ
の
新
川
文
化
ホ

l
ル
の
大

ホ
ー
ル
で
、
ロ
月

U
日
と
日
日

の
両
日
、
市
民
手
作
り
の
、
地

元
の
歴
史
を
題
材
に
し
た
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『霊
気
楼
伝
説
』

が
上
演
さ
れ
ま
す
。
リ
ハ
ー
サ

ル
に
余
念
の
な
い
キ
ャ
ス
ト
と

横
田

光
幸
ち
ゃ
ん
(東
町
)

Z言
1 JII買
T 子
2 

夫
月事
28 ~ご

/ 日 :4
/生妥

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

な

っ
て
く
だ
さ
い

創作ミュージカル

『蛋気楼伝説』の

スタッフのみなさん

ス
タ

ッ
フ
の
皆
き
ん
。
本
番
間
近

の
稽
古
場
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
脚

本
、
演
出
担
当
の
北
原
俊
郎
さ
ん

に
伺
い
ま
し
た
。

「
出
演
者
の
ほ
か
舞
台
の
道
具

や
音
楽
担
当
な
ど
、
ス
タ

ッ
フ
全

員
数
え
る
と
削
人
以
上
に
な
り
ま

す
。
魚
津
市
民
の
ス
タ

ッ
フ
は
手

弁
当
で
、
も
ち
ろ
ん
全
員
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
予
算
的
に
も
余
裕

は
な
い
し
」
。
北
原
さ
ん
自
身
、
脚

本
、
演
出
と
は
い
っ
て
も
、
学
生

時
代
に
演
劇
研
究
会
に
在
籍
し
た

と
い
う
程
度
で
、
専
門
で
も
何
で

も
な
い
そ
う
で
す
。「
と

に
か
く
道
具
の
制
作
な

ど
、
ま
わ
り
の
ス
タ

ッ

フ
が
一
生
懸
命
で
、
そ

の
熱
意
で
動
い
て
い
る

っ
て
感
じ
で
す
」
。

こ
の
日
も
、
仕
事
を

終
え
た
出
演
者
逮
が
一

人
ま
た
一
人
集
ま
り
、

顔
を
そ
ろ
え
ま
す
。
疲

血

き
あ
皆
さ
ん
、
チ
ケ

ッ
ト
を

買
っ
て
、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
霊
気
楼
伝
説
』
を
観
に
で
か

け
ま
せ
ん
か
。



小学校で4年生を受け持っていたけど、現在は育児休業

中。お子さんが 5月にできてから、なかなか忙しくって・・・

でもスキーに行きたいな、とおっしゃる新米ママさん。

『まちかとー伝言板』で、

紹介されたら、テレな

いで友だちの輪に参加

してください。

お願いしま~す。

わたしから、
あなたヘ......

まちかと

友達のおかあさん、松倉さんへ

〈河岸さんへ〉

O(i(元気でやっておら 7何か趣味を持ちたいな、とは思うんですけど今のところ
YOれますか。 1
~'^-'--ノんノ家事やら、雑用に忙しくて…でも来年からは何かやってみ

一 ょうと思っています。結構お屈も忙しそうな松倉きん。

ご主人のお友達、河岸さんへ

「最近は、特に健康に気を使っています」とおっしゃる

河岸さん。朝は新川文化ホールまで散歩もしているとか。

自宅の庭もできあがり、これからは努定の仕事も待ってい

ます。

」ぷ

智子さん (宮津) -砂音崎

奥さんのご親戚、演本さんへ(1月号へ)
-砂勉さん (住河岸

ラ..，見たまま
感じたまま

上右盲
六写

私
は
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
市
か
ら
き
ま
し
た
。
日
本
に

く
る
前
の
私
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
侍
、
着
物
、
盆
栽
で
し
た
。

し
か
し
魚
津
に
住
み
、
四
季
の
変

化
を
経
験
し
な
が
ら
、
そ
の
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
の
思
い
出
は
運
動
会
で
す
。

生
徒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
応
援
団
に

大
変
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

秋
、
日
本
で
は
紅
葉
と
食
べ
物

の
季
節
で
す
。
山
へ
行
く
と
い
ろ

ん
な
色
が
あ
っ
て
、
趣
味
の
写
真

を
思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。

冬
の
雪
の
量
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
降
っ
て
も
学
校
が
休
校
に
な
ら

な
い
こ
と
に
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
刊
で
幻

の
雪
だ
け

で
国
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

初
め
て
ス
キ
ー
も
し
ま
し
た
。
も

の
す
ご
い
速
さ
で
滑
っ
て
い
た
ら
、

友
達
が
「
上
手
、
上
手
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
本
当
は
止

ま
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。

ス
キ
ー
が
終
わ
っ
て
か
ら
温
泉

に
入
り
ま
し
た
。
温
泉
と
い
う
概

念
は
、
ぜ
ひ
イ
ギ
リ
ス
に
も
っ
て

帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
お
風
巴
は
一
人
で
入
る
も

の
で
す
。
雪
が
降
っ
て
い
る
時
に
、

す
げ
傘
を
き
し
て
露
天
風
呂
に
入

っ
て
い
て
、
こ
れ
が
日
本
だ
と
思

い
ま
し
た
。

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
イ
ギ
リ

ス
に
帰
っ
て
祖
母
に
尋
ね
ら
れ
ま

し
た
。
「
ど
こ
に
寝
る
の
?
」
「床

で
す
」

「
ど
こ
で
お
風
呂
に
入
る

の

?
」

「
外
で
友
達
と
一
緒
に
」

こ
れ
を
聞
い
て
祖
母
は
自
分
の
孫

が
日
本
で
ど
う
い
う
生
活
を
し
て

い
る
の
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
何
を
食
べ
て
る
の
?
」

「
生
魚
」
:
:
:
祖
母
に
と
っ
て
、

日
本
は
月
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い

不
思
議
な
と
こ
ろ
で
す
。

私
も
魚
津
に
住
み

2
年
目
、
よ

う
や
く
本
当
の
日
本
が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

。



一一 ……滋 Jぉ知~せ
①
市
役
所
本
庁

ロ
月
お
日
f
)
1

月

5
日

出
生

・
婚
姻

・
死
亡
な
ど
の

届
出
は
、
市
役
所
宿
直
室
で
取

り
扱
い
ま
す
。

①
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
・
総
合

体
育
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
百

楽
荘
・
経
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
-

桃
山
運
動
公
園

ロ
月
初
日

1
1月
3
日

①
市
営
温
水
プ

l
ル

ロ
月
初
日

1
1月
4
日

①
水
族
館
・
埋
没
林
博
物
館

ロ
月
お
日

1

1
月

1
日

※
ロ
月
か
ら

3
月
ま
で
は
、
月

曜
日
と
祝
祭
日
の
翌
日
は
休
館
。

①
西
部
斎
場

1
月
1
日

ゴ
ミ
・
し
尿
の
収
集
巴
つ
い
て

休
業
期
間
中
、
ゴ
ミ
収
集
場

に
ゴ
ミ
を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
/

年
末
に
は
多
量
の
ゴ
ミ
が
出

さ
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、

決
め
ら
れ
た
日
、
決
め
ら
れ
た

時
間
(
午
前

8
時
ま
で
に
)
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
業
務

は
左
表
の
通
り
行
い
ま
す
。

V
資
源
物
回
収
の
休
業

片
貝
地
区
・
加
積
地
区

1
月
2
日
(木
)

V
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
休
業

・
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可
燃
物
)

1
月

1
日
(水
γ
}
1
月

3
日
(念

1
月
5
日
(日
)

・
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
不
燃
物
)

ロ
月
引
日

(-8
1
1月
3
日
(念

1
月
5
日
(日
)

v砂
缶
助
く
ん
。
の
休
み

ロ
月
幻
自
(金
)「
)
1
月

6
日
(月
)

し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み

は
、
お
早
め
に
/

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
の

希
望
さ
れ
る
方
が
集
中
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
申
込
み
先
宥
)
魚
津
環
境
衛
生

窓
辺

1
3
3
3
1

冬
期
休
館
・
休
園

①
歴
史
民
俗
博
物
館
(
歴
史
民
俗

資
料
館
・吉
田
記
念
郷
土
館
)

ロ
月

1
日
(

}

3

月
引
日

①
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

ロ
月

1
日
f
)
3

月
中
旬

なぞ -，'し原

12 
30日

平 常 通; り
(月)

月
31日
(火)

1日

(7]() 
休

2日 . 
(木)

3日

(金)
み

4日 平 常

月 住) 通り

5日
(日)

6日
平常通j り

(月)

1998バレーボール男子

世界選手権魚津大会

魚津から世界へ挑戦

〈平成9年度学生募集〉

バレーボール界最大のイベント『世界選

手権」が1998年日本で初開催されます。そ

の開催地として魚津市が東京、大阪などと

共に日本海側で唯一内定を受けました。世界

的スポーツイベントは富山県としても初の

ことであり 、魚津を世界へ向けてアピール

するチャンスとして市民の皆さんと共に大

会を成功させましょう 。

1998年 11 月 13 日 (金~"'-'15 日 (日) 3 日間

*出場チーム数 24カ国

予選リーグ4チーム X6会場(魚津市 ・

福岡市・神戸市・仙台市・札幌市・川崎市)

ポリテクカレッジ富山

機械システム系50名 電気・電子システム系30名

情報システム系30名 居住システム系30名

*応募資格 学校教育法による高等学校を卒業した者

(平成9年3月卒業見込みの者含む)またはこれ

と同等以上の学力を有すると認められる者。

*願書受付 平成 9 年 1 月 6 日 ~ 24 日 当日消印有効

*試験日 平成 9年 2月 4日(火)

*合格発表 平成 9年 2月17日(月)午前10時

* 試験 地 魚津、富山、金沢、福井、長岡、酒田ほか

*試験科目 外国語(英語 1)、数学(数学 ト 数学II)

*受験料等 受験料17，000円、授業料(年間)248，000円

入学金不要

富山職業能力開発短期大学校 fi24-2205除問合せ先

白
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下
水
道
を正

し
<
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
が
で
き
た
か
ら
と
言

っ
て
も
、
何
で
も
流
し
て
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
上
手
に
使
う
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

異
物
を
流
さ
な
い
で
/

最
近
、
下
水
道
に
紙
お
む
つ

や
生
理
用
品
が
非
常
に
多
く
流

さ
れ
て
き
ま
す
。
ポ
ン
プ
場
の

故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
泥
ゴ
ミ
の
増
加
な
ど

維
持
管
理
に
も
支
障
を
き
た
し

ま
す
。
水
に
溶
け
な
い
も
の
は

絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

ーし
ょ、っ
。

22-2200は代表番号で

なくなりました。

危
険
物
や
食
用
油
を

流
さ
な
い
で
/

天
ぷ
ら
油
な
ど
は
油
が
固
ま

り
下
水
管
が
詰
ま

っ
た
り
、
下

水
処
理
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン

・
灯
油
や

農
薬
な
ど
の
危
険
物
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
は
節
約
し
て

資
源
の
む
だ
使
い
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
汚
水
の
量
が
増
え

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
下
水
道
施
設

の
維
持
管
理
の
費
用
も
か
か
り

ま
す
。
節
水
に
心
が
け
を
・・

未
来
へ
の
大
事
な
財
産
、
下

水
道
を
大
事
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

すベで直通番号で

10月1日から、市役所の電話がすべて

直通になりました。

市役所ヘご用の方は、それぞれ各課・

各係の番号へ、直接おかけください。

(各課・各係の番号は、電話帳又は

9月にお配りした市役所電話番号

一覧表をご覧ください。)

下
水
道
指
定
工
事
庖
の

追
加
認
定
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
の
排
水
設
備
工

事
は
、
指
定
工
事
庖
で
な
け
れ

ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
業
者
を
新
た
に
追
加
指

定
し
、
合
計
仏
社
に
な
り
ま
し
た
。

平
崎
設
備
平
伝
寺

8
μ
1
6
8
8
8
 

下水道

二受益者負担金の

納期案内二

第3期分は惨12月25日まで砂

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「
年
金
教
育
資
金
貸
借
」
と

寸
国
民
金
融
公
庫
の
一
般

教
育
ロ
ー
ン
」

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
入
学

ま
た
は
在
学
時
に
必
要
な
資
金

を
融
資
す
る
「
国
の
教
育

ロ
ー

ン
」
の
申
し
込
み
を
受
付
け
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
住
宅
福
祉
協
会

で
も
、
年
金
積
立
金
を
原
資
と

し
た
還
元
融
資
の
一
環
と
し
て
、

厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金

に
叩
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
教
育
費
を
貸
し
付

け
て
い
ま
す
。

こ
の
貸
付
は
、

国
民
金
融
公
庫
の
一
般
教
育
ロ

ー
ン
と
の
併
用
も
で
き
ま
す
。

12月市議会定例会
日程(会期14日間)

5日(木) 定例会開会

11自体) 代表 ・一般質問

12日(木) 一般質問

13日(金) 民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

討論採決
-
融
資
金
額

学
生

・
生
徒
一
人
に
つ
き

問
万
円
以
内
(
た
だ
し
、
年

金
教
育
資
金
貸
付
の
厚
年
加

入
者
は
削
万
円
以
内
、
国
年

加
入
者
は
印
万
円
以
内
)

・
利
率

年
3
・
1
%

(平
成
8
年
日
月
日
日
現
在
)

・
返
済
期
間

8
年
以
内

・
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
か
つ
4
年
以
内

.
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

〔
国
民
金
融
公
庫
の
一
般
教
育

ロ
l
ン
〕
は

国
民
金
融
公
庫
富
山
支
庖

8
0
7
6
4
1
訂

|
1
1
9
1

〔
年
金
教
育
資
金
貸
付
〕
は

(
社
)
富
山
県
年
金
住
宅
福
祉
協
会

2
0
7
6
4
I
n
-
-
2
6
6
 

自

16日(月)

18 目 。~)

月の 納 税
司 12月25固まで P
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捻

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

工
業
統
計
調
査
は
、
ロ
月
訂

日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
全
事

業
所
を
対
象
に
通
産
省
が
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
工
業

行
政
を
進
め
る
う
え
で
最
も
大

切
な
調
査
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
従
業
員
犯
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
、
「
石

油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

合

的
ω
|
1
0
1
9

勤
労
者
生
活
安
定

資
金
融
資
制
度

市
内
に
在
住
す
る
中
小
企
業

等
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
、

生
活
資
金
融
資
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

V
融
資
対
象

市
内
に
一
年
以

上
在
住
し
て
い
る
中
小
企
業
等

に
働
く
従
業
員
の
う
ち
、
当
該

中
小
企
業
等
の
存
職
期
間
が
2

年
以
上
の
方
等
。

・
資
金
使
途

生
活
資
金

・
融
資
限
度

閃
万
円

・
融
資
利
率

年
3
・

7
%

-
融
資
期
間

4
年
以
内

・
保
証
人

原
則
と
し
て

1
人

※
返
済
方
法
は
金
融
機
関
に
よ

る
。

V
取
扱
金
融
機
関

・
次
の
市
内
各
庖
舗

富
山
県
労
働
金
庫

・
北
陸
銀

行
・
富
山
銀
行
・
富
山
第
一
銀

行

・
新
川
水
僑
信
用
金
庫

V
融
資
申
込
み

取
扱
金
融
機
関

V
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課

商
工
労
働
係
mu
n
-
-
0
2
5

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

登
載
の
申
請
を

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
で

ω
a
以
上
耕
作
し
て
い
る
農
業

者
の
申
請
に
よ
り
調
整
さ
れ
ま

す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
申
請

書
を
ロ
月
中
に
地
区
農
業
振
興

委
員
を
通
じ
て
農
家
の
皆
さ
ん

に
配
付
し
ま
す
の
で
、

1
月
刊

日
ま
で
に
振
興
委
員
を
通
じ
て

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
名
簿
登
載
資
格
の
あ
る
人

①
平
成
9
年
1
月
1
日
現
在
で

市
内
に
住
み
、
平
成
9
年
3
月

訂
日
現
在
で
満
初
歳
以
上
の
人

②
叩

a
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
人

③
②
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

ω日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

V
問
合
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

窓
お

|
1
0
3
2

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人

々
の
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
に
よ

っ
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ま
ち
の

表
情
、
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
人

々
の
生
活

・
活
動
が
テ

l
マ
で

す
。

V
送
り
先
一
T
旧
東
京
都
文
京

区
本
郷
2
丁
目
白
番
目
号

(
社
)
日
本
交
通
計
画
協
会
内

「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

事
務
局

窓

0

3
1
3
8
1
6
1
1
7
9
1

V
締
切

平
成
9
年
1
月
白
日

V
サ
イ
ズ

白
黒
、
カ
ラ

l
プ

リ
ン
ト
(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
を

除
く
)
で
、キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
か

ら
四
ツ
切
り
ま
で
。

・
一
人
何
点
で
も
応
募
可

・
未
発
表
ま
た
は
他
に
応
募
し

て
い
な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

0

.
作
品
の
裏
に
は
、
題
名
、
撮
影

場
所
(
国
内
に
限
る
)
、
撮
影
年

月
日
、作
品
の
意
図
(
必
要
な
場

合
)
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
(
学
生
の

場
合
は
、
学
校
名
、
学
年
)
を

必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
選
作
品
の
版
権
は
、
実
行

委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

V
発
表

平
成
9
年
6
月

V
賞

建
設
大
臣
賞
、
賞
状

・

副
賞
(
日
万
円
、
カ
メ
ラ
ほ

か

)

ほ

か

多

数

V
問
合
せ
先

富
山
県
都
市
計

画
課
計
画
係

企
0
7
6
4ー

幻

l
4
1
1
1
(
内
線

4
1
7
4
)

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

県
政
モ
ニ
タ
ー

募

集

V
職
務

県
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
県
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、

建
設
的
な
意
見

・
要
望
な
ど
を

随
時
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

V
募
集
人
員

印
名

V
任
期

平
成
9
年
4
月
か
ら

2
年
間

V
応
募
資
格

県
内
に
居
住
す

る
満
別
歳
以
上
で
、
県
政
に
関

心
を
お
持
ち
の
方
。

(
パ
ソ

コ

ン
通
信
が
で
き
る
方
は
そ
の
旨

明
記
く
だ
さ
い
。)
た
だ
し
、
公

職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
者
、
公

務
員
及
び
過
去
2
年
以
内
に
県

政
モ
ニ
タ
ー
で
あ
っ
た
方
は
除

き
ま
す
。

V
締
切

平
成
9
年
1
月
白
日

V
選
考
結
果

県
政
モ

ニ
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
く
方
に
は

3
月
下
旬
に
本
人
宛
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
町

村

・
年
齢

・
職
業

・
性
別
な
ど

を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

富
山
県
広
報
課

8
0
7
6
4
1
U
1
3
1
3
3
 

.
は
が
き
に
次
の
要
領
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

血

富
山
市
新
総
山
輪
l
l
7

郵便はがき

930-80 

富
山
県
庁

企
画
部
広
報
諜
行

口
-;['1:.氏ふ台:
j昨年リ
ffJ:月が
号1::1名な所

県
政
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
ま
す

1

戦
業
区
分

・
勤
務
先

2
各
鹿
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無

及
び
パ
ソ
コ
ン
凪
信
の
可
不
H

.
0
0年
度
ム
ム
モ
ニ
タ
ー

-
パ
ソ
コ
ン
通
信
可

3

川
町
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
の
抱
負

〈
印
字
程
度
〉

〈
職
業
区
分
〉

①
農
林

・
漁
業

②
建
設

・
製
造
業
③
サ
ー
ビ

ス

・
自
由
業
④
主
婦
⑤
無
職



jご寄付ありがと;う れ

ございました く敬称略>.:..¥ 

砂善意銀行へ

小坂 昭上村木一丁目 50，000円

さんふれんど加積庖 1，919円

三井自動車(附友の会 天神野新 3，000円

桑 山 みよ 中央通り 二丁目 20，000円

小西宗右衛門鉢 100，000円

山津清一三田 50，000円

愛の募金箱上中島小学校外13か所 50，514円

友田 道治新角川二丁目 10，000円

育児サークルあひるクラブ 5，000円

辻 房義上口二丁目 100，000円

吉島保育園母の会 10，000円

宮 河 洞大光寺 20，000円

上口保育園職員一同 4，700円

熊林清次郎石垣 新 50，000円

砂社会福祉基金として

笠桐 利保本江

大 島 秀信 富 山市

金沢孝二 入善町

坂田潤世立山町

佐藤 芙美高岡市

菅野純子村木町

野上紙麿 富 山市

広田 腕上市町

広田揚二本江

松倉 H住司 富 山市

山村 泰雄富山市

魚津地域住宅相談所

スポーツアカデミ-魚津

田中ヤス本江

高野武男 仏田

谷口貞夫道坂

熊林昭作石垣 新

参
加
く
だ
さ
い

「
共
に
生
き
る

高
齢
社
会
を
考
え
る

地
獄
会
議
L

ロ
月
4
日
(
水
)

午
後
7
時
i

新
川
文
化
ホ
ー
ル

1
0
4
会
議
室

V
問
合
せ
先

(
市
企
画
広
報
室

国
際
交
流

・
女
性
係
内
)

魚
津
市
女
性
プ
ラ
ン
推
進
員

連
絡
会

E
n
-
-
0
1
7

V
日
時

V
会
場刊

は
月
の
歩
こ
う
会

V
日
時

ロ
月
8
日
(
日
)

午
前
9
時
電
鉄
魚
津
駅
前
集
合

・
電
鉄
魚
津
駅
か
ら
、
大
町
公

ζ

館
ま
で
約
2
J
μ
歩
き
ま
す
。

公
館
で
は
今
年
度
の
総
会
、

懇
親
会
(参
加
費
5
0
0
円
)を

行
い
ま
す
。
ま
た
来
年
度
の
会

員
の
申
し
込
み
受
付
も
し
ま
す
。

(年
会
費
1
、
5
0
0
円
)

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

mU
M
-
-
4
7
0
(三
輪
)

不
用
ロ
凹
受
換

V
ゆ
ず
り
ま
す

・
オ
ル
ガ
ン

・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

・
ス
テ
レ
オ

・
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド

・
ワ
ー
プ
ロ

・
ベ
ビ
ー
ラ

ッ
ク

・
勉
強
机

(本
棚
付
)

・
足
温
器

・
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

V
も
と
め
ま
す

・
車
椅
子

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
総
務
課

8
n

ー

1
0
1
9

創
業
・
開
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー

(
5
日
間
コ
ー
ス
〕

独
立
・
開
業

・
新
分
野
進
出

を
考
え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

将
来
的
な
戦
略
と
し
て
興
味
を

持

っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
講
義

い
た
し
ま
す
。(個
別
の
受
講
可
)

V
日
時

ロ
月
3
日(火
)、
口
日

(火)
、平
成
9
年
1
月
勾
日
(
水
)
、

2
月
4
日
(火
)、
凶
日
(金)

そ
れ
ぞ
れ
午
後
2
時

1
4
時

.
受
講
料
無
料

・
定
員

ω名

V
申
込
み
方
法
や
問
合
せ
は

富
山
商
工
会
議
所
指
導
二
課

8
0
7
6
4
1
お

1
1
1
1
1

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習

再
就
職
を
希
望
す
る
主
婦
等

を
対
象
に
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

V
日
時

平
成
9
年
1
月
日
日

か
ら
2
月
げ
日
ま
で
、
包
囲

午
前
9
時
j
午
後
3
時

V
会
場

富
山
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
(富
山
市
向
新
庄
)

・
定
員

初
名

・
内
容

ワ
ー
プ
ロ
検
定
3
級

資
格
取
得
を
目
指
す
知
識
と

技
能
の
習
得

・
受
講
料
無
料

た
だ
し
、
教

材
費
は
自
己
負
担

・
申
込
期
間
ロ
月
6
日
i
m
日

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
山
県

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
l
n

ー

5
0
6
0

報 一

ft24-8841 

30，000円

40，000円

40，000円

60，000円

60，000円

30，000円

60，000円

54，000円

60，000円

40，000円

14，000円

25，000円

142，176円

30，000円

100，000円

12，660円

20，000円

'情話電一一

ロ
月
の

L
Pガ
ス

保
安
調
査

-
実
施
地
域

下
野
方
地
区
(
本

江
、
文
化
町
)
、
天
神
地
区

V
問
合
せ
先

県
L
P
G
保
安

セ
ン
タ
ー
新
川
地
区
支
所

宮

川仇

1
5
3
4
0

5壁賀詞~歓会

-市政情報テレホン・サービスft22-3600

.キャプテン・サービス (テレビ画面案内)

市役所ロビー ・水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス

(魚津公共職業安定所)

・税務テレホン・サービス

(税務相談室 富 山分室 )ft0764-31-9222

・健康テレホン・サービス

(県保険医協会) ft0764-42-0003 

12月のテーマ

(月) かぜをひいたときの食事

(火) 子どもに 多い冬の下痢

(水)勝脱炎

(木) 歯の神経をと る時

(金) お 年寄りの貧血

(土・日) 声のかすれ

年末年始特別テーマ

(12/27------1 /5) 

午前10時

東京第一ホテル魚津

1月3日き

ところ

と

3，000円

a 

費
A
Q

玄

温泉の効用



本¥とく主

話
題
の
一

冊
くみ

年
金
の
誤
算

日
本
経
済
新
聞
社
編

バ
ブ
ル
と
と
も
に
崩

壊
し
た
、
資
産
運
用
の

甘
い
幻
想
。
高
齢
国
家
・

日
本
の
土
台
は
大
き
く

揺
ら
い
で
い

る
。
経
済

活
力
低
下
の
な
か
で
、

ど
ん
な
手
が
打
て
る
の

か
。
年
金
の
問
題
や
実

-
P

態
を
、
様
々
な
角
度
か

十

ら
探
っ
た
処
方
結
。

e
 

A
Y
 

す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

新
し
い
本
か
ら

般

争
一

い

の

ち

柳

田

邦

男

せ
め
て
あ
の
と
き
一
言
で
も

鎌

田

慧

引
⑬
ス
キ

l
に
行
く
な
ら
こ
の
宿

日
本
出
版
社

心
臓
を
貫
か
れ
て

マ
イ
ケ
ル

・
ギ
ル
モ
ア

原
発
を
見
に
行
こ
う
上
坂
冬
子

-v文
学
・
小
説

冬

の

炎

上

・
下

オ
ホ
ー
ツ
ク
わ
が
愛

s
h
a
l

l

w

e
 

高

橋

治

五
十
嵐
均

ダ
ン
ス
?

周
防
正
行

H
・
R
-ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ

ー
ル
ド

争

児

童

東
京
パ
ノ
ラ
マ
た
ん
け
ん中

島

章

ク
リ
ス
マ
ス

・
み
ん
な
で
飾
る

上
村
浩
子

か
っ
ぱ

・
か
ぞ
え
う
た

せ
が
わ

・
や
す
お

か
ぼ
ち
ゃ
畑
の
女
王
き
ま

キ
ャ
サ
リ
ン

・
パ
タ

l
ソ
ン

捨
て
犬
ポ
ン
タ
の
遠
い
道桑

原
崇
寿

赤
い
館

貸
し
出
し
は
、

ひ
と
り

3
冊、

-

C

D

 

シ
ス
タ
ー
ズ
・
オ
ブ

・
ア
ヴ
ア

ロ
ン

シ
ン
デ
ィ

・
ロ

l
パ

l

M
I
S
S
I
N

G

P

I
E
C
E
 

氷
室
京
介

J
A
P
A
N
 

玉
置
浩
二

高
橋
真
梨
子

藤
井
フ
ミ
ヤ

C
A
F
E
 

T リ
E フ。

A )レ
R 
S 

図
書
箇
窮
屈

川
柳
教
室

4
日
附

古

文

書

解

読

会

日

日

幽

武

隈

文

書

研

究

会

問

日

附

時

事

英

語

を

読

む

会

初

日

倒

源

氏

物

語

を

読

む

会

幻

日

目

草
が
な
で
読
む
読
書
会
お
日
肘

※
「
源
氏
物
語
を
読
む
会
」
は
午

前
日
時
か
ら
、
そ
の
ほ
か
は
午
後

1
時
初
分
か
ら
。

¥
ー
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

j

f
i
l
l
-
-
ロ
月
の
お
し
ら
せ
・
¥

映
画

と
う
き
ち
と
む

ト
レ
介
品

工
作

3 
日
(火)

日
日

ω

ク
リ
ス
マ
ス
カ

ー
ド
を
作
ろ
、
つ

映
画

メ
イ
プ
ル
タ
ウ

ン
物
語

-
と
き

午
後
4
時
j

・
対
象

幼
児
j
小
学
生

げ
日

ω

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

骨

児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休
館
日
月
曜
日
・
祝
日
ロ
月
鈎
臼
j

T
月
3
日

へ
町
)
こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

一大一

m
u
n
|
2
4
0
2
 

O

も
ち
つ
き
大
会

こ
ば
と
・
か
も
め
の
両
児
童

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

日
日
(
土
)
午
前
日
時

1

.
参
加
費
無
料

う
す
と
き
ね
を
使
っ
て
、
も

ち
つ
き
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ

、つノ
。

カモメの観察会
(大町海岸)

12月15日(日)

午前10時'"'-'11時30分

身近な海鳥であるカモメ

の行動を観察し、カモメの

種類を調べてみませんか。

*集合場所大町公民館前

*持ってくるもの

防寒具、できれば双眼鏡

*定員 15名 (申込み順)

小学生~一般

*荒天の場合は中止します。

砂申込み・問合せ先

魚津水族館 岱24-4100

O
ミ
ニ
・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

作
り

叩
日
(
火

)
1日
日
(
日
)

・
材

料

ま

つ

ぽ

っ
く
り
、

パ
ン
コ

l
ル
、
ビ

l
ズ

.
参
加
費
無
料

一一箇遊詩=水

へ田
J

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

一
経
一

g
n
|
1
7
7
7
 

ス

0
サ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
グ

幻
日
(
土
)
午
後

1
時
羽
分

i

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
で
、
愉
快

な
H

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
。
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み

は

セ

ン

タ

ー

ま

で
。

・
参

加

費

削

円

@ 



市民無料相談(FZ)
砂 市民相談 月~金|曜日 9時-17時

砂 行政相談 第ト第3木曜日 13時-16時

砂法律相談(予約制)第 4火曜日 13時-16時

いずれも市役所市民相談室 fi23-1015 

• • • 
砂人権相談 第2金曜日 13時-16時

サン プラザ3階スタジオ広場

富山地方法務局魚津支局企22-0461

惨 教育相談 月~金曜日 9時-16時

第1・第3土曜日 9時-1211寺

魚津市教育センタ- fi23-1717 

砂母子家庭・児童相談 月~金曜I:l 9時-1611寺

市役所社会福祉課 fi23-1006

砂乳幼児子育て相談 月~金曜日 9時-16時

道下保育園 包23-9179

• • • 
砂 就業相談 火.7)(.金曜日 9時-16時

市役所商工観光課 fi23-1025 

砂高年齢者職業相談 月~金曜日 9時-1711寺

市役所高年齢者職業相談室 ft23-1091 

砂パート雇用相談 月~金曜日 9時-171侍

ノfート雇用センタ-(サンプラザl階)fi22-8152 

砂住宅相談 第2*lItf~ 日 10時 -16時

市役所第 4会議室

魚津地域住宅相談所 fi22-5078 

砂暴力団に関する相談 第4金曜日 1311寺-16時

市役所第 3会議室

市役所市民生活課 fi23-1004 

砂交通事故の相談

魚津市交通センタ- fi22-1747 

月~金曜日 9時-1711寺

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 ft0764-32-2294

月~金眼目 9時30分-1611寺40分

o弁護士相談 第2・4木曜日 1311寺-16時

県民相談室(総合庁舎内)包24-5311内線250

第3水1I?i!日 10時-1511寺

日弁連交通事故相談センター (県弁護士会館)

fi0764-21-4811 毎週木曜円 13時-16時

惨健康・介護相談

水曜日 9時-11時健康センター

惨福祉・介護相談 常時 (24時間)

在宅介護支援センタ- fi24-8484 

惨心の相談 月~金曜日 9時-16時

砂エイズ相談 月~金曜日 9時-16時

検査日 ・火曜日 13時-15時

いずれも 魚津保健所 fi24-0359

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時'"'-'16時 ft23-0899

¥二J日...--:;.. 
イ崖 物 開演時間 入 場 料 問合せ 先

S.10，000円
1日(日)

ブダペスト祝祭管弦楽団
A. 8，000円 新川文化ホール

15:00 
B. 6，000円大ホール 宮 23-1123
(当日1，000円高)

劇団東演・劇団ユーゴザパ卜 大人5，000円 魚津演劇鑑賞会5日嗣
合同公演

大学生3，500円
18:30 

高校生以下
準備会

大ホール 「口ミオとジ、ユリ工ット」 2，500円 ft24-6635 

7日出
魚津市暴力追放運動

暴力追放魚津市民大会 13:30 無料 推進協議会
小ホール ft23-1004 

B目白) 洗足学園 1，000円 洗足学園
魚津ウインドオーケストラ 15:00 魚津短期大学

大ホール 第5固定期演奏会 全席自由 ft31-7001 

8日目
15周年記念民謡まつり 12:00 

1，000円 盛鈴民謡会

小ホール 全席自由 宮 24-7203

14日出
19:00 大人2，000円

大ホール 創作ミュージ、力ル 新川文化ホール

15日日) 「霊気楼伝説」
子供1，000円

ft23-1123 

大ホール
14:00 全席自由

22日日)
アニメ映画大会

労金魚津支庖
忍たま乱太郎 10:00 無料

小ホール
アンパンマン

ft22 -2135 

掲載したものは催物の一部てす。詳い、ことは、サンプラザ、楽器屈などにあるイベントガイドをご覧ください。

ミュージヴワ弓ふヂ・12月7日音楽の贈り物 電子オルガンピ戸ノ
ソプラノコンサート

地域 の 音 楽 家 が 出 演 す る .12月刊日-ハンドベル・ピ戸ノコンサート
ミニコンサートです .12月21日一わんぱく天使のクリスマスソング

毎週土曜日・正午~ コンサート

立川忠の輔新春落語会
平成9年1月11日出 18時30分開演新川文化ホール・大ホール

( 好評発売中.グ良い席は、お早めに 〉

lil1多種選俳(憂・佐野史郎の真髄に触れる

チュニジアの歌姫
ーあなたの口の接吻をもって、私に接吻して下さい一

~舞台はチュニジア~ I2月5日側 19:0日開演 |

往年の大スターの豪邸て巻き起こる 新川文化ホール・大ホール

奇怪にして滑稽な愛や策略、そして憎悪 入場料/全席指定4.000円(当日500円高)

複雑な利害関係の中

死の影が忍び寄るf 出演/佐野史郎・菅野美穂

益岡徹・河内桃子他

a 



市
保
険
年
金
課
保
険
係

g
n
'
1
0
1
1

も
し
も

病
ケ気
ガに
をな
しっ
たた
勺勺

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
医
療
保
険
制
度
で
す
。

保
険
証
が
あ
れ
ば
、
日
本
中
ど

こ
で
も
、
か
か

っ
た
医
療
費
の

3

割
の
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
退
職
者
医
療
該
当
者
(
印
歳

か
ら

ω歳
以
下
で
厚
生
年
金
な
ど

の
受
給
者
)
は

2
割
ま
た
は

3
割

の
負
担
で
す
。

医
療
費
が
多
額
に
な
る
と
、
そ
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、
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で
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国保税の第3期納期Iま

12月2日伺)です

納め忘れのない よう、

もう一度確認してください

国保税の納付に

口座振替を
手続きは市内各金融機関で、。

必要なもの

・納税通知書(または保険証)

.預金通帳

・通帳の届出印



+休日当番医

日 一 均支 医

1(日日) 
河 内 病 院

内科
(下村木 .22-3210) 

8(日日) 
魚津神経サナトリウム

精神科
(江 口.22-3486)

15(日日) 
鈴木 医 院

産婦人科
(双葉町..24-8820) 

22(日日) 
寺 崎 医 院

内科
(上口 .22-3619)

23伺日) 
魚津緑ヶE病院

精神科
(大光寺 ・22-1567)

29(日日) 
~~ 田 医 院

内科
(新金屋 .22-0642)

30目日) 
早川 医 院

産婦人科
(繰 町 ・22-4578)

30110 日
松 井 医 院

皮膚・泌原器科
(本江 ・22-0745) 

日 歯 科 医

1(日日) 
川口歯科医院
(立山町・0764・64・1166)

8(日日) 
小泉歯科医院
(立山町.0764-63-1051) 

15目回) 小森歯科医院
(上市町.0764-72-0032)

22(日日) 佐(上市伯町歯.07科64-7医2・院0330) 

23目日) 坂(立山下町歯・07科64-6医3-院1066) 

29日日) (牧立山野町歯・07科64-6医3・院0269) 

30目日) 山本歯科医院
(上市町.0764-]2・0117)

3ω 1日 吉岡歯科医 院
(上市町.0764・73-0515)

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側包54・0731) 
診療時間午後7時-11時

診療科目内科・小児科・外科

結核検診の 10月18日までに受診された方で、個別に結果通知が届かなかっ

結果通知 た方については、特に異常な所見は認められませんでした。

与3
母子手帳

予診票
母子手帳

・会場
健康センター

・受付
13:30"""'14:00 

内 容 と 対象

マタニァィセミナー家(A族コース)
(妊婦 とその ) 

股関節股臼検診(満3か月児)

4 か月児健診

8 か 月 児 健 診

離乳食指導(8か月児)

1歳 6か月児健診

3歳児健診(3歳6か月児)

対象疾病(対象児)

ニ種混合(3回目)

(生後 6か月 -66か月 )

日 本 目尚 炎
(生後36か月 -60か月 )

ツベルクリン反応検査
(生後 8か月 -48か月)

B C G 接 種
(生後 8か月 -48か月 )

実施日 受付時間 lコhエ 場

13日働 9:00-9:30 健康センター

5日附 13:00-13: 30 魚 津 保健所

12日附 13 :00-13: 30 

18日制 13:00-13 :30 

20日自由
健康センター

12:50-13:00 

17日ω 13:00-13:30 

4日制 13:00-14:00 魚津保{建所

実施日 該 当 地 区

10日ek) 大町、下中島、上中島、松倉

11日制 本江、上野方

13日告白 経由 、天神

16日目) 加積、片員、西布施

26日附 道下、村木

25日側 力日積

18日附 8か月児健診時に行います

20日程自 離乳食指導も行います

εE画面画対象:未就園児とその家族

実施日 受付時間 ぷz〉z、 場

6日程自 9 :45-10 :00 健康センター

同時に青島すくすくサロンも行います

19日附 9:00-9:30 道下保育園

20日告白 " 魚津愛育園

24日ω " 野方保育園

Dr.予育τ講演会
12月18日制 14:30--16:00

「病気のみかたJ_、
新谷尚久氏(富山労災病院小児科医)ベゲ玄、

・個別相談可(要予約) じらミ」

会場 魚津市子育て支援センタ-

問合せ (健康センター内 ft24-0415)

自

-E訴さ・142探 2・
会場:健康センター

内 合Hで・ 実施日 ・受付時間

機 能 自11 練 5日・19日 9:30-11 :30 

健康運動相談会 19日制 13:30-15:30 

健診後の健康相談会 5日休) 13:00-13:30 
医師・栄養士も相談に応じます

震鎚2炎窓口 ⑨

~魚津保健所内 ft24・0359-

思春期から更年期の女性の体 ・心・

性の悩み一月経 ・不妊 ・更年期 ・

育児 ・仕事 ・介護など、お気軽に。

毎週月・木曜日 午前9時""'12時



11月半ば頃、 「ブリ起こし」と 11乎ば、れる低気圧が富山的

を通過すると、いよいよブリ漁が本相化する 。HtJ:はj栄し、あ

い色に染まり、佐l し、 ~)l議が絶え li~ j なく現れては消える 。 日

本海が冬の荒々しい姿を見せる 11寺だ。 この時期、ブ リは北

の海ていたっぷりと飽食し、産卵のため南下する途中、日山

汚を通る 。JJ行がのって一番おいしいころだ。 r越中ブリ」

として珍重される所以である 。

写真は 、 1日で 1万数千本ものブリがとれたという昭和

33年のものと思われる 。沖 合 1"'"0ほどのところに大謀制と

いわれる定置網をっくり 、100人以上の漁師がrJJ同船」に分乗

して 、群れるブリをとった。現在は品|司の形も変わり、 60人

ほどで機械を使って綱を 引 き上げる 。-fl寺、激減した漁従

量も 、近年回復しつつある 。ブリ漁は 1月半ばまで続く 。

三ノυース⑮

季初芝.

フ、〕漁

師走(12月) 1日(日) ブダペスト祝祭管弦楽団(15:OO~ 新川文化ホ-)レ)

5日(木)

8日(日)

14日(土)

15日(日)

18日(水)

20日(金)

21日(土)

23日(月)

24日(火)

27日(金)

12月市議会定例会開会

魚津の朝市(8:OO~ 魚津港魚市場)/針供養

創作ミュージ力jレ『霊気楼伝説.n(l9:00"，，-，新川文化ホーjレ、 15日は14:00""-') 

年賀郵便受付開始

暴力追放夜間街頭パト ロ ール(19 :00~ JR魚津駅前ほか)

イルミラージュ uozu点灯(17 :00 ~)

冬至

天皇誕生日

市内小学校 ・中学校終業式

官公庁仕事納め

|市の人口(平成削月末日現在) 男~人(ーrJJ 女~人(ーOOJ 計~人(-40) 14839世帯rmWl前月対比I
9ページに掲載した歌舞伎公演。今まで観たことはなく 、ものは試しと取材に行きました。出Itしいというイメージでしたが、

わかりやすい筋書きのおかげ.もあ ったのでしょう 、おもしろく 、H寺閉めたつのが早し、。感じた楽しさが写真に伝わっていれば・1


